
せ
ん
せ
い
 

お
だ
い
じ
に
 

さ
よ
・フ
な
・ら
 

せ
ん
せ
い
 
な
が
な
が
 

あ
り
が
と
う
 

ひ
か
る
 
き
し
ょ
う
に
 

ら
ん
ど
せ
る
 

一
年
生
に
 
な
り
ま
す
よ
 

名
前
を
読
み
あ
げ
ら
れ
る
と
、
 

一
人
一
人
が
元
気
よ
く
返
事
を

し
、
壇
上
に
あ
が
っ
て
卒
園
証
 

書
を
受
け
と
り
ま
す
。
 

園
児
た
ち
の
後
で
は
、
お
母

さ
ん
た
ち
が
目
を
細
め
て
わ
が

子
の
晴
れ
姿
に
見
入
っ
て
い
ま

す
。
 

お
誕
生
会
や
い
ち
ご
狩
り
、
 

楽
し
か
っ
た
遠
足
の
思
い
出
を

お
り
ま
ぜ
て
、
在
園
児
か
ら
お
 

祝
の
こ
と
ば
も
あ
り
ま
し
た
。
 

園
長
せ
ん
せ
い
 
さ
よ
う
な
 

』ら
 「

お
別
れ
の
う
た
」
を
う
た

っ
て
、
楽
し
く
遊
ん
だ
ブ
ラ
ン

コ
や
砂
場
、
ス
ベ
リ
台
に
も
手

を
ふ
っ
て
、
な
つ
か
し
い
保
育

園
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
 

お
別
れ
の
う
た
 

世 帯 数 	14,361 

（昭和54年 3 月 1日現在）住民基本台帳から 

よD、わう 
男 	25,562人 

女 	27,160人 
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国
も
厳
し

い
財

政
事

情
 

支
所

の
収
納
事

務
 

四
月
一
日
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
 

市役所支所 

昨
年
、
昭
和
五
十
三
年
の
わ

が
国
の
経
済
は
、
前
年
に
引
き

続
き
円
高
、

ド
ル
安
の
影
響
下

に
あ
り
な
が
ら
物
価
安
定
の
続

く
中
で
石
油
危
機
以
降
は
じ
め

て
内
需
を
中
心
と
し
た
景
気
回
 

復
が
進
ん
だ
年
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
反
面
、
雇
用
情
勢

改
善
の
遅
れ
の
是
正
及
び
貿
易

経
常
収
支
に
お
け
る
黒
字
幅
の

一
層
の
縮
少
が
国
際
的
に
要
求

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
 

国
の
経
済
運
営
の
基
本
は
、
景

気
の
回
復
基
調
を

一
層
確
実
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
均
衡
の

と
れ
た
安
定
成
長
路
線
に
移
行

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
国
の
新
年
度
予
算

で
は
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て

は
約
二
〇
）「
」
の
伸
び率
を
見
込

み
、
経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
同
様
極
め
て
厳
し
い
も
の
で

あ
り
、
そ
の
歳
入
面
に
つ
い
て

は
公
債
の
発
行
が
三
九
箕
増
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
厳
し
い
財

政
事
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

義
務
的
経
費
が

増
高
 

さ
て
、
当
市
の
財
政
を
と
り

巻
く
諸
条
件
を
み
る
に
、
ま
ず

地
方
自
治
体
の
予
算
編
成
の
指

針
と
な
る
地
方
財
政
計
画
で
は
、
 "

 
歳
入
・
歳
出
全
体
規
模
の
伸
び

率
を
一
三
資
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
前
年
同
比
率
一
九
 

・

】
W』
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
当

市
の
新
年
度
予
算
に

つ
い
て
も

歳
入
面
に
お

い
て
は
、
 一
般
財

源
の
大
宗
を
占
め
る
市
税
が
、
 

給
与
所
得
の
伸
び
な
や
み
、
水

田
利
用
再
編
対
策
及
び
り
ん
ご

の
落
果
に
よ
る
農
業
収
入
の
落

ち
こ
み
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な

増
収
を
期
待
で
き
ず
、
ま
た
地
 

こ
の
よ
う
に
、
新

年
度
の
財
政
環
境
は

必
ず
し
も
楽
観
を
許

さ
れ
る
状
況
で
は
な

く
、
国
、
県
の
施
策

の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
の
が
行
政
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
重

点
か
つ
効
率
的
な
運

営
に
よ
っ
て
健
全
財

政
の
堅
持
に
努
め
な
 

が
ら
、
 

①
生
活
環
境
施
設
の
整
備
充

実
 ②

教
育
、
文
化
、
体
育
の
向

上
 ③

産
業
経
済
の
振
興
 

を
施
策
の
柱
と
し
て
、
健
康

で
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 
 

方
交
付
税
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
 

従
っ
て
公
共
事
業
推
進
の
た
め

に
は
、
勢
い
市
債
の
依
存
度
が

高
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
 

一
方
、
歳
出
面
に
お
き
ま
し

て
は
、
給
与
改
訂
の
平
年
度
化

に
伴
う
人
件
費
の
増
高
及
び
扶

助
費
、
公
債
費
等
義
務
的
経
費

の
増
加
に
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
 

財
政
構
造
上
、
弾
力
性
を
損
う

傾
向
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
 

新
大
橋

の
架
橋

を
促
進
 

ま
ず
、
第

一
点
の
「
生
活
環

境
施
設
の
整
備
充
実
」
に

つ
い

て
は
、
日
常
生
活
圏
内
道
路
の

改
良
、
舗
装
等
の
整
備
を
は
じ

め
立
体
交
差
橋
を
含
む
街
路
整

備
事
業
、
駅
裏
区
画
整
理
事
業
、
 

下
水
道
事
業
、
不
動
公
園
、

フ

ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
、
河
川
公
園
、
 

遊
園
地
、
小
公
園
の
整
備
、
市

営
住
宅
建
設
事
業
、
街
区
方
式

に
よ
る
住
居
表
示
の
事
業
等
、
 

市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を

進
め
て
、
よ
り
豊
か
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

ま
た
市
街
地
の
交
通
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
岩
木
川
新
大

橋
の
架
橋
の
促
進
に

つ
い
て
も

運
動
を
続
け
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
 

な
お
、
市
立
病
院
の
整
備
に
 

《
 

 【
 

四
月
一
日
か
ら
市
役
所
支
所

の
収
納
事
務
（
市
税
及
び
国
民

年
金
等
）
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
市
税
の
納
付
は
、
 

市
内
の
各
農
協
及
び
農
協
支
所

で
も
取
り
扱
い
し
ま
す
の
で
、
 

左
記
金
融
機
関
を
参
照
の
う
え

最
寄
り
の
取
り
扱

い
機
関
へ
納

付
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
納
税
通
知
書
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、
市
収
納
課
か

支
所
で
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
 

ロ
収
納
金
融
機
関
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

青
森
県
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
 

納
付
書
を

一
 

隊

×
 

店
、
み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原

支
店
、
津
軽
信
用
金
庫
五
所
川

原
支
店
、
東
奥
信
用
金
庫
五
所

川
原
支
店
、
北
奥
羽
信
用
金
庫

七
和
支
店
、
五
所
川
原
市
農
業

協
同
組
合
、
同
各
支
所
 

七
和
農
業
協
同
組
合
、
栄
農

業
協
同
組
合
、
松
島
村
第
一
農

業
協
同
組
合
、
第

一
中
川
村
農

業
協
同
組
合
、
嘉
瀬
農
業
協
同

組
合
毘
沙
門
支
所
、
市
役
所
会

計
課
、
同
収
納
課
 

こ
れ
か
ら
の
納
付
系
統
は
、
 

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

タ
 

缶
 

重点かつ効率的な運営を 

ぐー 二収 納課 

電話で税額を 

確認後納付書 

を発 tlします 

指定金融機関 
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市
議
会
第
2
回

定
例
会
か
ら
 

畿 
N 

m
 

 
2 期 3 期 4 期 全 期 

市県民税 

月 日 

6.30 8.31 10.31 12,28 

固定資産税 5.31 7.31 9.30 11.30 

健康保険税 m
 

 
9.30 11.30 12.28 

軽自動車税 5.31 

引
き

続
き
ご

協
力
を
 

市
税
の
各
納
期
限
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

引
き
続
き
納
期
内
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

市
の
執
務
時
間
が
、
四

月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。
 

ロ
 

月
曜

日
、
 

金
曜

日
 午

前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
。
 

（
昼
の
休
憩
時
間
は
、
 

正
午
か
ら
午
後
零
時
四
＋

五
分
ま
で
。）
 

ロ
 

土
曜

日
 午

 

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

零
時
十
五
分
ま
で
 

{
 

市
の

執
務
時

間
が

変
更
 

平
日
は
、
四
時
四
十
五
分
ま
で
 

『
 

つ
い
て
は
五

十
四
年
度
ト
 

が
諸
般
の
事
情
で
で

き
な
く
な

り
ま
し
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
 

第
二
点
の
「
教
育
、
文
化
、
 

体
育
の
向
上
」
に

つ
い
て
は
、
 

多
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
市

立
七
和
高
等
学
校
の
県
立
移
管

が
四
月
一
日
か
ら
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に

ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

第
三
点
の
「
産
業

経
済
の
振
興
」
に

つ

い
て
は
、
大
き
な
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
農
業
問
題
の
解
決

に
当
ら
ね
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
 

水
田
利
用
再
編
対

策
事
業
を
は
じ
め
、
 

新
農
業
構
造
改
善
事

業
、
地
域
農
政
特
別

対
策
事
業
の
導
入
、
 

中
州
山
を
拠
点
と
す
 

る
畜
産
振
興
の
た
め
の
草
地
開

発
事
業
の
継
続
、
と
く
に
水
田

利
用
再
編
対
策
と
関
連
し
て
施

設
園
芸
の
振
興
を
図
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
の
助
成
制
度
を
創

設
す
る
ほ
か
、
新
農
業
セ
ン
タ
 

ー
に
こ
の
種
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
建
設
し
て
指
導
に
当
た
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

今
年
中
に
は
ぜ
ひ
近
隣
住
民
の
 

合
意
を
得
て
実
施
設
計
を
仕
上
 

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
市
民
の
要
望
の
強

い
中

央
公
民
館
の
建
設
を
、
五
十
四

年
度
か
ら
ニ
カ
年
計
画
で
着
工

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
の
造
成
、
 

と
く
に
野
球
場
の
年
度
内
完
成
、
 

南
小
学
校
情
緒
教
室
の
開
設
、
 

ま
た
、
良
質
米
生
産
対
策
と

し
て
、
米
選
機
改
造
費
補
助
金

及
び
転
作
作
業
の
機
械
化
育
成

事
業
補
助
金
も
創
設

い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
 

次
に
、
商
工
業
の
振
興
の
た

め
に
、
中
小
企
業
特
別
融
資
対

策
の
貸
付
枠
増
大
の
た
め
預
託

金
の
増
額
、
本
町
商
店
街
の
診

断
、
商
業
活
動
調
査
の
実
施
、
 

さ
ら
に
は
中
小
企
業
の
育
成
、
 

振
興
を
促
し
、
労
働
金
庫

へ
の

貸
付
金
の
増
額
等
に
よ
り
労
働

者
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

収
納
業
務
を

」
元
化
 

最
後
に
、
市
役
所
の
事
務
改

善
に
つ
い
て
は
、
窓
口
事
務
の

ス
ピ
ー
ド
化
の
一
環
と
し
て
、
 

印
鑑
登
録
及
び
証
明
事
務
を
改
 

,
 

第
1
 
1
  
中
学校
プ
ー
ル

の
新
設《
 

さ
ら
に
は
、
重
要
文
化
財
旧
平

山
家
の
復
元
工
事
を
ニ
カ
年
で

仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
 

な
お
、
多
年
来
懸
案
で

あ
り

ま
し
た
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

の
短
大
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
は
、
 

内
定
し
た
旨
の
通
知
に
接
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
近
く
決

定
さ
れ
る
運
び
に
な
る
も
の
と

信
じ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
が
開
校
は
五
十
七
年
度

と
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

善
し
、
市
民
の
苦
情
を
と
り
の

ぞ
き
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

ま
た
支
所
業
務
を
改
善
し
、
 

事
故
防
止
を
図
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
支
所
に
お
け
る
収
納
業

務
を
廃
止
し
、
本
庁
に
一
元
化

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
 

市
民
の
利
便
を
損
な
わ
な
い
方

法
で
実
施
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
 

小
職
が
基
本
方
針
と
し
て
い

る
 
「意
思
の
疎
通
」
、
 
「市
民

福
祉
の
向
上
」
 
の
もと
、
職
員

の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
行
政

能
率
を
高
め
て
、
真
に
市
民
の

信
頼
と
協
力
を
得
ら
れ
る
行
政

を
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

施設園芸を振興 

中
央
公
民
館
 

ニ
カ
年
計
画
で
着
工
へ
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主
呆
一
 

ゆつくり走ろっ血青森県 
王可弘年 

新入学（園）児童の交通事故防止運動 

七
和
高
校
の
県

立
移
管
実
現
 

離
知
囲
「
五
所

川
原
東
高

校
」
と
し
て
発
足
 

お
た
く
の

消
火

器
は
 

地
元
民
永
年
の
念
願
で
あ
っ

た
市
立
七
和
高
等
学
校
の
県
立

移
管
が
実
現
し
、
四
月
一
日
か

ら
五
所
川
原
東
高
等
学
校
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
 

県
立
移
管
に
よ
り
新
高
校

は
、
 

男
女
共
学
の
全
日
制
普
通
科
と

な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
』
 
旧
七和
高
校
の
一
学

年
及
び
．
に
字
年
は
、
全
日
制
の

新
校
に
編
入
さ
れ
、
三
学
年
は

定
時
制
の
ま
ま
四
年
生
に
進
む
 
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
立
七
和
高
校
は
、
昭
和
．
一

十
三
年
五
月
、
五
所
川
原
農
林

高
の
分
校
と
し
て
創
立
、
昭
和

三
十
一
年
九
月
、
定
時
制
の
市

立
七
和
高
校
と
し
て
独
立
し
ま

し
た
。
 

だ
が
、
定
時
制
高
校

へ
の
志

願
が
年
々
減
り
、
反
面
普
通
高

校
へ
の
進
学
が
ふ
え
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
は
多
年
に
わ

た
り
県
立
移
管
を
県
に
働
き
か
 
 

け
、
校
舎
の
改
築
、
校
庭
の
整

備
等
移
管
の
た
め
の
準

備
を
し

て
き
ま
し
た
。
 

東
高
等
学
校
は
、
の
べ
敷
地

面
積
が
六
万
百
二
十
平
方
冒
、
 

校
舎
・
屋
内
運
動
場
等
の
建
物

面
積
が
三
千
二
百
五
十
九
平
方
 

目
あ
り
、
五
十
四
年
度
入
学

年
生
の
定
員
は
百
二
十
人
で
、
 

す
で
に
合
格
者
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
 

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
子
供

た
ち
が
線
路
で
遊
ん
だ
り
、
線

路
通
行
や
踏
切
事
故

の
多
発
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
 

運
転
手
の
皆
さ
ん
、
家
庭
の

お
母
さ
ん
た
ち
皆
ん
な
で
注
意

し
て
い
た
だ
き
、
次
の
こ
と
を

守
り
、
鉄
道
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
線
路
を
歩
か
な
い
、
歩
か

せ
な
い
。
ロ
子
供
た
ち
を
線
路

付
近
で
遊
ば
せ
な
い
。
遊
ん
で

い
た
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。
ロ

列
車
に
石
な
ど
を
投
げ
さ
せ
な

い
。
ロ
踏
切
で
は
必
ず

一
時
停
 
 

止
し
、
左
右
の
安
全
を
確
め
て

か
ら
通
行
す
る
。
 

踏
切
で
ェ
ン
ス
ト
や
脱
輪
な

ど
で
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
次
の
処
置
を
し

て
列
車
を
止
め
る
手
配
を
す
る
。
 

ロ
非
常
ボ
タ
ン
の
あ
る
踏
切

で
は
、
真
ん
中
の
赤
色
の
ボ
タ

ン
を
押
す
。
 
（信
号
が
全
部
赤

に
な
り
、
列
車
は
止
ま
り
ま
す
。）
 

ロ
列
車
に
向
っ
て
、
布
切
れ
や

電
灯
な
ど
を
振
っ
て
走
っ
て
行

く
。
ロ
列
車
を
止
め
る
手
配
を

し
て
か
ら
、
駅
へ
知
ら
せ
て
下

さ
い
。
 

（

弘
前
鉄道
公
安

‘
 
 

十
五
日
現
在
三
件
発
生
し
、
そ

の
多
く
が
火
器
の
取
り
扱
い
不

注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
当
日
午
前
九
時

か
ら
市
農
協
三
好
支
所
前
、
藻

川
公
民
館
前
で
、
そ
れ
ぞ
れ
家

庭
用
消
火
器
を
使
っ
た
油
火
災
 

青
森
県
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
と
市
内
の
各
農
業
協
同

組
合
で
は
三
月
十
六
日
、
市
内

十
八
小
学
校
の
新
入
学
児
童
八

百
五
十
三
人
に
交
通
安
全
の
手

提
げ
カ
バ
ン
と
下
敷
き
セ
ッ
ト
 

一
日
一
円
で
、
ご
家
族
の
安

心
を
ク
 

「交
通
災
害
共
済
」
に
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
加
人
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

の
消
火
訓
練
を
実
施
、
油
の
燃

え
広
が
り
方
や
消
火
器
の
操
作
、
 

日
頃
か
ら
の
防
火
思
想
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
 

火
災
が
発
生
し
易

い
時
期
と
な

り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
も
火
の

取
り
扱

い
に
は
十
分
気
を

つ
け
、
 

日
頃
か
ら
消
火
態
勢
に
心
が
け

て
下
さ
い
。
 

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
市
内
各
農
業
協
同

組
合
長
が
市
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
堀
内
教
育
次
長
に
託
し
た

も
の
で
す
。
 

五
十
四
年
度
の
加
入
申
し
込

み
は
、
市
社
会
課
、
各
支
所
の

窓
口
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
 

この運動は、それぞれの地域で全ての住民が総ぐるみ 

で新入学（園）児童を交通事故から守り、あわせて、正し 

い交通ルールの実践と習慣化を図ることを目的とします。 

期 間 

4月 6日（金）から 4 月15日（日）まで10日間 

運動の重点 

1．新入学（園）児童の安全指導と保護 

2 ．運転者の幼・児童等保護義務の遵守 

3.スクールゾーン等道路交通環境の整備 

青森県交通対策協議会 

  

や
っ
て
る
か

い
 

 

    

  

一
度
止
ま
っ
て
 
右
左
 

 

    

練
 

訓
 

火
 

巾
自
 

で
 

藻
 

岡
 

ケ
 

市
消
防
本
部
・
五

所
川
原
消
防
署
は
、
 

一月
十
日
、
火
災
が

ひ
ん
発
し
て
い
る
市

内
鶴
ケ
岡
・
藻
川
部

落
で
、
油
火
災
の
消

火
訓
練
を
行

い
地
元

民
に
火
災
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
 

同
地
区
で
は
、
昨

年
三
月
か
ら
こ
の
一

年
間
に
十
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
に
入
っ

て
こ
の

う
ち
一
月
、

一
一月
に

各
一
件
、
三
月
は
一
一
 

線
路

を
歩
か
な
い
で
 

鉄
道
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
 

,
"
,
,
"
,

，
一
 「，
」，

,
,
J
，
一
 J'
J'
J,
,
"
"
"

‘
，
」
〉

,
,

“
一
 

一
 ●

●
‘
●

J●
一
 ‘
【
・
 

交

通

安
全
 

手
提
げ
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市
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市特別保証融資制度 

のご案内（54年度） 

五 所 川 原 市

五所川原商工会議所 

名 	称 

五所川原市 
中小企業不況対策資金特 
別保証融資 

五所川原市 
中小企業近代化資金特別保証 

融資 

⑩ 制 度 ⑧ 制 度 

融 資 総 額 3 億2,500万円 1億7,500万円 

取扱金融機関 

青森銀行、みちのく銀行、 
津軽信用金庫、東奥信用
金庫、青森県信用組合、 
各支店（代理貸しを含む） 

左に同じ 

融 資 対 象 

市内に主な事業所を有し、 
1年以上継続して同→事
業を営む中小企業者で、 
中小企業信用保険法の適
用をうける業種。 

左記のほか、企業の近代化と経
営の安定のための長期資金を必
要とする方 

融
 
資
 
条
 
」
 

 

資 金 の 
使 	途 運転資金 運転資金、設備資金 

保証料 保証料 年利率0.95% 左に同じ 

融資額 ］企業にっき 500万円以内 1企業にっき1,000万円以内 

融資期間 
および 

返済方法 

5 年以内 
割賦又は・時払 

7 年以内、原則として割賦返済 
I設備資金些っいては 6 カ月、 
、以内の据置を含む 

什
  保

お
担
 
証

よ
 
人
び

保
 

保証人は 1名以上 
担保 必要に応じて徴収 左に同じ 

申込受付期間 
昭和54年 4 月 1日から
昭和55年 3 月31日まで 左に同じ 

申
お
手
 
込
よ

続
 
先
び

き
 

申込先 各金融機関 
信用保証協会 
商工会議所

提出書類 申込書 1 部 

左に同じ 

そ 	の 	他 

ご利用できない業種 

●
 

】
 

”
し
 

左
 
同
 

 

'
  

農林漁業 
飲食業 
（風俗営業の許可を受けているもの） 

金融、保険、土地売買 

五
月
 
ト
一
日
割
 

五
月
 
十

日
困
 

五
月
 
九

日
困
 

ノン 

五 
月 

八 
日 
吹） 

ク
  

五
月
 
七

日
⑧
 

四
月
二
十
八
日
田
 

ク 

四 
月 

十 
七 
日 
国 

四
月
二
十
六
日
困
 

ク 

四 
月 

十 
五 
日 

（加 

期
日
（
曜
日
）
 
 

り
 
 

九
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
ま
で
 

十
三
時
か
ら
十
五
時
ま
で
 

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
  

』
 

 

十
三
時
か
ら
十
五
時
ま
で
 

十
時
か
ら
十
一
時
三
十分
ま
で
 

九
時
三
十
分
か
ら
＋
一
時
ま
で
 

十
時
か
ら
＋
二
時
ま
で
 

十
三
時
か
ら
十
五
時
ま
で
 

十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
 

十
時
か
ら
十
一
時
ま
で
 

十
三
時
か
ら
十
四
時
三
十
分
ま
で
 

時
 
間
 

り
  多

  
多
  

市
民

文

化
会
館

多
 
梅
沢
支
所
 

市
役
所
長
橋
支
所

多
 
七
和
支
所
 

市
農

協
栄
支
所
 

松
島

第
一

農
協

市
役
所

中
川
支
所
 

市
農
協
三
好
支
所
 

市
役
所
毘
沙
門
支
所

ク
 

飯
詰
支
所
 

場
 

所
 

フ
ン
ル
バ
ー
ホ
ン
 
（め
い
り
よ

トJ
）
」
と
い
う

電
話
を

販
売
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
電
話

は
、
耳
の
不
自
由

な
方

や
相
手

の
声
が
聞
き

と
り

に
く
い
お

年
寄
り
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
も
の
で
、

通
常
の
電

話
の
約
十

八
倍
ま
で
音
量
が

調

節
で

き
ま
す
。
 

こ
の
電
話
は
、
福
祉
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
電
話
で

す
の
で

値
段
も
格

安
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

購
人
を
ご

希
望
の
方
は
、

五
 

水
沢
市
の
工
藤
さ
ん
 

一
一
 
万
 円
 
寄
 
贈
 

岩
手
県

水
沢
市

田
小
路
万

に
住
ん
で

い
る
工
藤
正
俊
さ
ん

は
、
 
「市
広
報
を

送
っ

て
い
た

だ
い

て
い
る
お
礼

に
」
と
、

現

金
二

万
円
を
寄
贈
し

て
き
ま
し
 

さ
い
。
 

ロ
取
り
付

け
費
用
 

二
、
〇
〇
〇
円
 

ロ
付
加
使
用
料
 

1
七
〇
円
（

月
額

）
 

耳
の
不
自
由
な
方

は
 

シ
ル
バ
ー
ホ
ン
（
め
い

り
ょ
う
）
を
 

五
所
川

原
電
報

電
話
局
で

は
、
 

所
川
原

電
報
電
話
局

（
。
④
一
一
 

耳
の
不

自
由
な
方

の
た
め
に
、
 

〇
〇
〇
番

）
へ
お
申
し
込
み
下
 

＋
万
円
相
当
の
図
書
 

を

寄
付
 

島
田
さ
ん
 

島
田
克
孝
前
市
立
図

書
館
長

は
三
月
二
十

日
、
退
職
を
記
念

し
十
万
円
相
当
の
図
書
を

図
書

館
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
 

贈
ら
れ

た
図
書
は
次
の

と
お

り
で
す
。
 

文
化
財

講
座
全
二
十

四
巻
、
 

た
。
 

市
で

は
、
社
会
福

祉
事
業
に

役
立
て

る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

工
藤
さ
ん
の
奥
さ

ん
が
、

市

内
太
刀

打
の
出
身
で
、

市
広
報

の
郷
土

の
た
よ
り
を
毎
月
楽
し

み
に
し

て
い
る
と
い
う
。
 

訂
正
と
お

わ
び
 

三
月
十
五

日
発
行
市
広
報

の

六
頁
で
、

ス
ナ
ッ

ク
キ
ャ

ラ
バ

ン
の
記
事

中
、
 
コ
ー月
二
十
九

日
」
 
と
ある
の
は
二
月
十
九

日

に
、
ま
た
税

務
署
だ
よ

り
記
事

中
、
 
「
五
十
万
円

×
五
〇
〇
〇

万
円
」
 
と
ある
の
は
五
〇
〇
万

円
の
誤
ま
り
で

し
た
の
で
、

そ

れ
ぞ
れ
訂
正
し
、

お
わ
び
し
ま

す
。
 

蒋
介
石
秘
録
全
十
五
巻
、
椛
島

勝
ー

ペ
ン
画
集
、

ァ
ィ
ド

ル

・

ブ
ッ

ク
ス
全

四
十
巻
、
ち
し
き

の
絵
本
全

十
五
巻
、
極
地
に
燃

ゆ
、
箱
男
 

昭
和
五
十

四
年
度
の
計

量
器
 

（
は
か

り
）
の
定

期
検
査
を

次

の
日
程
で

行
い

ま
す
。
 

商
店
、

農
業

経
営
者
な
ど

で

は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
方
は
、
 

年

一
回
の
定
期
検
査
で
す
の
で

必
ず
受
け
て
下
さ

い
。
 

＠
ご
注
意
 

ロ
検
査
当

日
は
、

通
知
書
 

（
は
が
き
）
、印
鑑
、
検
査
料
を
 

ご
持
参
下
さ
い
。
 

ロ
検
査
を
受
け

な
い
は
か
り

は
、
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま

せ
ん
。
 

ロ
指
定
し

た
期
日
に
検
査
を

受
け

ら
れ
な
い
方
は
、

ほ
か

の

期
日
で

も
け
っ

こ
う
で
す
。
 

ロ
検
査
料
が
、
 
一
部
値
上
げ

し
た
も

の
も
あ

り
ま
す
。
 

計
量
器

（
はか
り
）
の
 

定
期
検
査
を
受
け

て
下
さ
 、

 

 
・
・
し
 

,
 



乳幼児の健康診断 

市では、乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後1時から 2時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中かほかの医療機関で健康診断を受けている乳 

幼児はご遠慮下さい。 

月 	齢 対 	象 と 	き ところ 

3 	カ 月 児 
昭和53年 

12月生まれの 

乳 	児 
4 月11日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和53年 

9 月生まれの 

乳 	児 
4 月17日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和52年 

10月生まれの 

幼 	児 
4 月24日 ク 

「ー 児マヒ予防の 

~I三  クチンを与えます 
ロ対象乳幼児 

実施時期 対 	象 	乳 	幼 	児 回数 備 	 考 

4 	月 

一昭和53年1月1日から 1 生まれた 
(1ん1エ”，n,亡． ロ一． h＋一．‘血1 	”一，ロ 

晴刑」DJ干」HJl口よ CI 寸し 製JJL 
2回目 

53年 5月にI回目の投与
を受けた乳児 

J召和53年 2 月 1日から I生まれた 

11召和53年12月31日まで I乳幼児 
1回目 

5 	月 

。、昭和53年 2 月1日から 1 生まれた 

	

、1ん了1エ”,nノ亡，hL」一，「1」一一．.I血I 	Iエ 	‘ロ 

	

ロij -1U3i干"I-IJ 1ロよ C 」寸L 	IJ フL 
2回目 

I→昭和54年1月1日から 1 生まれた 
U)昭和54年 1月31日まで I乳幼児 

1回目 
この対象者は 55年 4 月に 
2回目の投与を受ける 

ご注意 ※上記以外の乳幼児で、生後 3 カ月から 4歳までに 

実施したことのない乳幼児も対象となります。 

※麻しん（はしか）のワクチンを接種した幼児は、 1カ月以 

上経過しないと実施できません。 

ロ料金 不要です。 

お願い⑥おいでの前に体温を計って来て下さい。 

＠母子手帳は必ず持参し、赤ちゃんの体質をよく知っている 

方がお連下さい。 

地区別の日程は次のとおりです。 

地 区 名 実施会場 1 回目 2 回目 実施時間 

五 小 学 区 市中央公民館 4 月18日 5 月29日 
午
 
後
一
 

1
2
 
0
0
 
0
0
 

 
三 好 地 区 三好診療所 4 月19日 5 月30日 

午
 
後一

 

1
1
 
0

3
 
0
0
 

 
松 島 団 地

松 島 地 区 
市中央公民館 4 月20日 5 月31日 

午後 1 】 00 

~ 2: 00 

長 橋 地 区 長橋診療所 4 月25日 6月 1日 
午
 
後
一
 

1
1
 
0

3
 
0
0
 

 
中川・梅沢 
栄・毘沙門 
みどり町地区 

市中央公民館 4 月26日 6月 5 日 
午後 1 】 00 

~ 2 : 00 

七 和 地 区 七 和 支所 4 月27日 6月 6日 
午
 
後
一
 

1
2
 
0
0
 
0
0
 

 
飯南
 
詰
小
 
地
学
 
区
区
 

市中央公民館 4 月27日 6月 7 日 
午
 
後
一
 

1
2
 
0
0
 
0
0
 

 

（第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年） 4 月1日（444号） ⑥ 

春の狂犬病予防注射と登録のお知らせ 

⑨料金 ■登録料 2,000円（年 1回） 
■注射 料 950円（日程以外の場合1,500円） 
■注射済票 300円 合わせて3,250円です。 

＠犬の放し飼いは出来ません。 

月 	日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

4 月 9日 

湊 団 地 集 会 所 

姥 	蒐 	集 会 所 

稲 	実 	屯 	所 

市 農 協 栄 支 所

七ッ館（工藤理容所） 

午前 9:30~iO 】 30 
10 : 40~il: 00 
ii: 10--il : 30 

ii: 40~i2 : 00 
午後 0:50~ 1 】 10 

網） 浅井 （一 戸 商 店） 1 : 20~ 1: 40 
福 	山 	集 	会 所 1:50-2 :20 
豊 成（り ん ご倉庫） 2 : 30~ 3 : 00 
野 里（集 	会 	所） 午前 9:30~b0 】 00 
神 山 （松 野商 店） 10: io~io: 40 
松野木 （三上商店） i0: 50~li: 10 

4 月10日 福岡 （佐々木商店） ii: 20~li : 40 

因 若山 （石岡治男宅） 午後 0:40~ 1 】 00 
石 田 坂 集 会 所 1 :10~ i :30 
下 岩 崎 集 会 所 2 : 00~ 2 : 20 
飯 	詰 	支 	所 午前 9:30~i0: 40 
平町（渋谷俊一宅） 10: 50~i1 :10 

4 月ii日 金 	山 	児 	童 	館 ii: 30~ 12 : 00 

困 水 野 尾 集 会 所 午後 I:00~ 1:20 
米田 （米田精米所） 1 : 30 	1 : 50 
松 	島 	支 	所 2 : 00~ 2 : 20 
一野坪（対島静堅宅） 午前 9 . 30~ 9 : 50 
馬 性 	（対馬堅一宅） 10. 00~ 10: 20 
悪戸 （高橋リ ンゴ店） 10 40~il: 00 

4 月12日 川代田（外崎嘉太郎宅） ii io-n: 30 

困 
漆 川（お く ら 神社） ii 40-12:0o 
十川 （吉村商店） 午後 0:50~ 1:10 
挑 崎 	（バ ス 停） 1 】 20~ 1: 40 
共 	栄 集 	会 	所 午前 9 】 30~ 9 】 50 
長 	富 	集 	会 	所 10: 00~ 10 : 20 
毘 	沙 	門 	支 	所 10:30-10:50 
毘 沙 門 集 会 所 ii: ooii: 20 

4 月13日 沖 飯 詰 集 会 所 ii: 30-12 : 00 

国 中 午後 0 】 50~ 1 】 20 
種 	井 集 	会 	所 1 : 30~ 1 】 50 
小 	曲 	集 	会 	所 2 :10~ 2 : 40 
沼田町（秋田谷旅館） 2 : 50~ 3 :10 
広田・みどり町（陸奥燃料） 午前 9:30~iO: 00 
梅 沢（教 	円 	寺） 10 : 10~b0 : 30 
梅 沢（成田理容所） 10: 35~b0 : 55 

、4 月16日 
梅 	沢 	支 	所 ii: 00~li : 20 

綱） 中 	泉 	集 	会 	所 ii: 30~ 0 : 00 
七 	和 	支 	所 午後1 】10~I 】 40 
俵 元 	（警 鐘 台） 

4 月17日

閃 

原 子（集 	会 	所） 
前田野目 （西塚商店） 
派立 	（新谷啓一宅） 

910ii
Ii 

午 前 

	

30
-

10101011

ii 
-00
-30
-00 

005020
50
40 高野 （広 峰神 社） - 午

4

後 

石岡 （石岡精米所） 
松島団地（松島ストア） 

午前 9:30 	9:50 
io: oo~io: 50 

月18日 松島団地（ 8 丁目バス停） ii: oo~il: 50 
伽 松島団地管理事務所 午後 1:00~ 2 】 00 

下平井町（老人ホーム） 午前 9 】 30~b0 】 20 

4 月19日 
敷島町 （敷島分院） 
旭町 （旧 消 防 署） 

10:30~il: 30 
午後1:00~ 2 】00 

困 五 所 川 原 保 健 所 2:10一1 2:40 

4 月20日
金 

集
  
‘
・
事会
 

和北
 
会
務

平
西
三
 
町

教

道
 
育
 
所
所
館
 

 

i
i1
22
  

3
・
」0
  

0- 
0
-
 
0
-
 
 

午
 
午
 
前
 
後
 

9
i
i1
 

叩
0
03
0
 

 
下 	藻 	川 	屯 	所 午前 9:30~b0 】00 
上藻川 市農協 倉庫 10: i0-10: 30 
三 	好 	支 	所 10 : 40~li : 20 

4 月23日 高 	瀬 集 	会 	所 Ii: 30~i2: 00 

円） 
田川 （奈 良 商 店） 
新 	宮 集 	会 	所 

午後1 】00~ 1 】20 
1 : 30~ 2 : 00 

新 宮 団 地 森 の 家 2 :10~ 2 : 50 
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